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DOSHISHA
TOKYO  JOURNAL

2018年度活動  報告・会計報告

児玉正之会長

2019年度定時総会･評議員会　レポート① 東京校友会の 2019 年度定時総会・評議員会が去る 6 月 27 日（木）夕刻、
同志社大学東京サテライト・キャンパスで開催されました。

超満員の東京サテライト・キャンパス・セミナー室

２
０
１
９
年
度
定
時
総
会・

評
議
員
会
の
ご
報
告

　

当
日
は
各
年
次
会
・
文
化
ス
ポ
ー

ツ
関
連
の
登
録
団
体
を
代
表
す
る
幹

事
お
よ
び
評
議
員
の
皆
様
90
名
が
一

堂
に
会
し
、
懇
親
会
を
ふ
く
み
３
時

間
に
わ
た
る
会
合
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
ず
冒
頭
、
児
玉
会
長
の
あ
い
さ

つ
で
皆
様
方
へ
の
日
頃
の
活
動
の
お

礼
と
大
学
の
現
状
・
校
友
会
の
動
向

に
つ
い
て
話
が
あ
り
ま
し
た
。
特
に

募
金
の
進
捗
状
況
で
は
、
企
業
対
策

に
つ
い
て
詳
し
く
説
明
を
し
て
も
ら

い
ま
し
た
。
続
い
て
会
長
か
ら
議
長

指
名
が
あ
り
、
代
表
幹
事
が
議
事
進

行
を
担
当
。

　

最
初
に
２
０
１
８
年
度
活
動
報
告

に
つ
い
て
各
担
当
の
常
任
幹
事
か
ら

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
ず
「
群
れ
る
機
会
」
で
は
校
友

の
集
う
機
会
を
多
く
つ
く
る
こ
と
を

テ
ー
マ
に
取
り
組
み
、
❶
大
成
功
し

た
「
春
の
集
い
」
の
報
告
❷
碑
前
祭

で
の
新
し
い
取
り
組
み
で
１
５
０
名

動
員
実
績
❸
特
別
協
力
会
員
の
集
い

で
校
友
会
本
部
か
ら
小
島
副
会
長
、

中
村
副
会
長
を
お
招
き
し
て
盛
況
の

う
ち
に
終
了
❹
ゴ
ル
フ
大
会
で
は
一

昨
年
の
雨
天
順
延
分
含
め
２
回
の
コ

ン
ペ
を
実
施
、
な
ど
の
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。

　

ま
た
「
会
員
増
強
策
」
で
は
❶
ビ

ジ
ネ
ス
パ
ー
ソ
ン
向
け
に
特
別
協
力

会
員
に
も
働
き
か
け
て
特
別
講
演
会

の
３
回
実
施
❷
デ
ジ
タ
ル
ビ
ジ
ネ
ス

研
究
会
と
名
刺
交
換
会
❸
年
次
会
の

新
規
立
ち
上
げ
推
移
❹
新
卒
者
歓
迎

イ
ベ
ン
ト
❺
登
録
団
体
と
の
連
携
と

協
力
で
は
、
現
役
団
体
・
年
次
会
・

諸
団
体
へ
そ
れ
ぞ
れ
祝
い
金
を
提
供

し
ま
し
た
。

　
「
大
学
へ
の
積
極
的
協
力
」
と
し

て
は
❶
募
金
活
動
の
推
進
❷
大
学
行

事
へ
の
積
極
的
な
参
加
❸
関
東
出
身

学
生
奨
学
金
制
度
の
実
施
❹
大
学
諸

団
体
へ
の
支
援
な
ど
、
多
岐
に
わ
た

り
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
新
し
い
試
み
と
し
て
他
大

学
交
流
活
動
も
展
開
。
特
に
立
教
大

学
経
済
人
ク
ラ
ブ
様
と
は
、
双
方
の

行
事
へ
の
告
知
と
参
加
に
よ
り
、
理

解
を
深
め
活
動
幅
が
広
が
り
ま
し
た
。

　

ま
た
広
報
担
当
か
ら
は
、
情
報
発

信
に
よ
る
会
員
相
互
の
交
流
と
若
い

世
代
の
校
友
に
対
し
、
有
効
な
情
報

発
信
策
を
模
索
し
な
が
ら
活
動
し
て

い
る
と
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

続
い
て
事
務
局
長
か
ら
２
０
１
８

年
度
の
会
計
報
告
。

❶
今
年
度
収
支
△
１
５
０
万
円
だ
が

要
因
は
年
末
、
大
学
に
１
５
０
万
円

を
募
金
し
た
こ
と
に
よ
る
。
❷
基
礎

収
入
は
計
画
に
対
し
て
ほ
ぼ
達
成
。

❸
事
業
収
支
は
イ
ベ
ン
ト
の
成
功
な

ど
に
よ
り
ほ
ぼ
ト
ン
ト
ン
に
な
り
ま

し
た
。

　

最
後
に
６
月
16
日
（
日
）
に
開
催

さ
れ
た
「
初
夏
の
集
い
」
に
つ
い
て
、

港
実
行
委
員
長
か
ら
結
果
報
告
と
お

礼
の
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。
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2018年度活動  報告・会計報告
活動報告をする横山徹代表幹事（左）

2019年度定時総会･評議員会　レポート①

＜収入の部＞ 　　単位：円
科目 2016 年度 2017 年度 2018 年度 備考

前期繰越金 1,272,188 3,161,492
校友による募金① 332,475 105,000 150,790 年次会、個人、その他
校友による募金② 387,747 254,506 306,904 春の集い
クッキー販売による募金 185,328 188,340 99,180 
その他販売による募金 14,800 11,010 
東京校友会１２０周年記念事業 600,000 2,400,000 0 
合計 1,505,550 4,234,834 3,729,376 
＜支出の部＞
科目 2016 年度 2017 年度 2018 年度 備考
同志社東京校友会奨学金 900,000 1,200,000 
熊本地震同志社ゆかりの地基金 233,362 173,342 0 
合計 233,362 1,073,342 1,200,000 
＜収支の部＞
次期繰越金 1,272,188 3,161,492 2,529,376

＊会員管理システム開発＝￥918千+名簿精度向上（通信費）＝￥82千

2018年度　会計報告
　　単位：円

科　目 年度予算 累計実績 差異 備考
　【基礎収入】 7,960,000 7,918,883 -41,117 達成率 99%
年会費収入（通常会員） 4,500,000 4,161,000 -339,000 予算 1500 ⇒実績 1419 口
年会費収入（特別協力会員） 2,800,000 3,100,000 300,000 予算 140 ⇒実績 155 口
校友会助成金（収入・支出） 650,000 650,000 0 経費￥40、地域交流￥15、会員拡大￥10 万
受取利息 1,000 883 -117
その他の収入（雑収入） 9,000 7,000 -2,000 準会員参加費（特講）
　【事業収入】 6,070,000 5,493,716 -576,284 達成率 91%
参加費収入（春の集い） 5,420,000 4,301,000 -1,119,000 前期入金￥1259 千
参加費収入（特別協力会員集い） 650,000 460,000 -190,000 予算 70 ⇒実績 50 名
参加費収入（碑前祭午餐会） 300,000 339,000 39,000 予算 85 ⇒実績 94 名
参加費収入（その他の集い） 300,000 1,025,832 725,832 ゴルフ x2 ￥52 万、特講 x3 ￥50 万
奨学金募金（収入・支出） -790,000 -742,306 47,694（詳細下記）
物品等販売（収入・支出）：クッキー 190,000 110,190 -79,810（↑）生協￥9 万：4/1 入金
　【広告収入】 5,070,000 6,172,000 1,102,000 達成率 122%
広告料収入（東京ジャーナル） 1,300,000 1,300,000 0 明光電子・ダイキン x4, 公益社 x2, がんこｘ 3 回
広告料収入（ホームページ） 70,000 60,000 -10,000 計 7 社＝ 1 社：4 月入金（請求遅）
広告料収入（春の集いガイドブック） 3,700,000 4,812,000 1,112,000
＜収入の部＞ 19,100,000 19,584,599 484,599 達成率103%
　【事務経費】 3,690,000 3,333,418 356,582 消化率90%
労務費（感謝金） 720,000 666,000 54,000 校友会東京オフィス開室167日
業務委託費 410,000 305,300 104,700 会計事務所支払月変更による残￥97 千
会議費 700,000 612,163 87,837 幹事会軽食・予備費・補助金等に残
交際費（支部総会祝金） 150,000 80,000 70,000 7 県支部 + 同窓会：予備等が残
通信費 420,000 349,702 70,298 ￥8 万：校友会助成金に振替
交通費 600,000 727,719 -127,719 会議体・活動の増加等により予算超過
事務用品費 300,000 290,669 9,331 OKI 複合機用トナー代￥21 万、他
家賃・付帯諸費 70,000 54,680 15,320 9 月に移転：月￥5400 ⇒ 3780
振込・手数料 320,000 239,085 80,915 郵便振替、銀行振込、CR カード・口座引落
その他の支出（雑費） 0 8,100 -8,100 特講￥5500 誤返金含
　【事業費用】 10,640,000 12,353,888 -1,713,888 消化率 116%
催事費（春の集い） 9,120,000 10,208,676 -1,088,676 2019 分￥46 万含。2018 収支 +54 万円
催事費（特別協力会員集い） 620,000 467,194 152,806 収支 -7 千円（講師代含）
催事費（碑前祭午餐会） 300,000 333,083 -33,083 収支 +6 千円
催事費（碑前祭文化事業） 300,000 324,142 -24,142 看板サイン製作￥32 千で予算超過
催事費（その他の集い） 300,000 1,020,793 -720,793 収支 +5 千円（稲門会セミナー準会員参加費）
　【広報費用】 2,180,000 2,017,766 162,234 消化率 93%
東京ジャーナル発行・配布費 1,800,000 1,697,294 102,706 4 月精算￥35 千
ホームページ維持・管理費 380,000 320,472 59,528 サーバー・HP 改定費減等
　【政策経費】 2,070,000 1,262,833 807,167 消化率 61%
特別協力会員維持開拓費 460,000 67,092 392,908 ビジネスパーソン特講と予算重複
年次会等諸団体会員開拓費 600,000 466,911 133,089 H16/17 年会未発足￥10 万他
同志社大学現役諸団体交流費 350,000 280,000 70,000 関東 S/U ￥27、マンドリン￥1 万
現役世代会員開拓費 300,000 166,000 134,000 デジタルビジネス研 10 回￥11+ 稲門会他￥5 万
春の集い新人参加費 240,000 176,000 64,000 予算 30 ⇒実績 22 名分
地域交流活性化費 120,000 106,830 13,170 錦 3 丁目町会 4+ 立教 6 万
　【人材派遣費】 1,620,000 1,642,603 -22,603 消化率 101%
　【予備費】 200,000 38,575 161,425 大懇親会協賛広告￥2 万 + 募金会議￥2 万
　【特別支出】120 周年記念事業費 200,000 1,500,000 -1,300,000 大学 2025 募金 150 万円
＜支出の部＞ 20,600,000 22,149,083 -1,549,083 消化率 108%
＜収支の部＞ -1,500,000 -2,564,484 1,064,484 収支赤字超過率１７１%

予算 収入 支出
校友会特別支援（首都圏確立支援） 1,000,000 1,000,000 1,000,000 下記参照

（2018/4/1 ～ 2019/3/31）

　

な
お
２
０
１
８
年
度
の
会
員
の
推

移
は
次
の
と
お
り
で
す
。

２
０
１
８
年
度
会
員
数
実
績

・
通
常
会
員　

１
４
７
７
名

（
前
年
比
＋
10
名
）

・
特
別
協
力
会
員　

１
４
９
名

（
前
年
比
＋
16
名
）

・
会
員
合
計　

１
６
２
６
名

（
前
年
比
＋
26
名
）

　

引
き
続
き
審
議
事
項
で
は
、
第
１

号
議
案
と
し
て
今
年
度
の
活
動
計
画

に
つ
い
て
、
第
２
号
議
案
と
し
て
会

計
計
画
案
に
つ
い
て
詳
細
の
発
表
、

ま
た
今
年
度
奨
学
金
支
給
学
生
の
承

認
、
評
議
員
・
幹
事
・
常
任
幹
事
の

追
認
・
退
任
に
つ
い
て
の
報
告
が
あ

り
ま
し
た
。
そ
の
後
の
質
疑
応
答
を

経
て
出
席
者
の
皆
様
か
ら
承
認
を
い

た
だ
き
本
会
議
の
審
議
は
無
事
終
了

い
た
し
ま
し
た
。

　

そ
の
あ
と
関
東
三
五
会
の
泉
幹
事

か
らA
II　

D
O
SH
ISH
A

募
金
へ
の
、

同
会
の
取
り
組
み
状
況
の
報
告
と
成

果
（
３
５
０
万
円
を
大
学
に
募
金
）

に
つ
い
て
お
話
を
い
た
だ
き
、
そ
の

ユ
ニ
ー
ク
な
推
進
方
法
に
つ
い
て
貴

重
な
ご
提
案
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

会
議
終
了
後
、
近
く
の
会
場
に
移

動
し
、
恒
例
の
懇
親
会
を
開
催
。
校

友
を
代
表
す
る
皆
様
方
か
ら
時
間
の

都
合
上
会
議
中
に
は
話
せ
な
か
っ
た

事
項
に
つ
い
て
熱
心
に
議
論
い
た
だ

き
、
わ
ず
か
３
時
間
で
し
た
が
実
に

有
意
義
な
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
次
回
第
３
回
幹
事
会
・
第
２

回
評
議
員
会
は
11
月
28
日
（
木
）
18

時
か
ら
東
京
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催
予

定
で
す
。
ぜ
ひ
多
く
の
皆
様
の
参
加

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

文
責
／
横
山
徹（
71
年
・
工
）

１. 2018年度同志社東京校友会奨学金募金勘定

２. 2018年度同志社東京校友会奨学金募金勘定

３. 財産目録（2019年3月31日現在）
＜収入の部＞ 　　単位：円

（資産） （2015/12/31）（2016/12/31） （2018/3/31） （2019/3/31） （対’18年増減）
現金 11,964 103,320 147,809 37,309 -110,500
普通預金：みずほ銀行（渋谷中央） 1,253,099 1,059,182 775,928 94,372 -681,556
普通預金：みずほ銀行（銀座） 2,766,177 3,211,557 5,051,248 4,010,449 -1,040,799
定期預金：みずほ銀行（渋谷中央） 10,000,000 10,000,000 10,000,000 10,000,000 0
郵便貯金 2,238,894 2,239,142 2,239,162 2,239,182 20
郵便振替残高 8,318,327 9,449,705 5,986,455 6,407,809 421,354
普通預金：みずほ銀行（京橋） 0 1,272,188 2,650,935 1,497,932 -1,153,003
資産合計 24,588,461 27,335,094 26,851,537 24,287,053 -2,564,484

（負債）　　　　なし
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関東三五会からの募金贈呈

2019年度活動  方針・活動計画
2019年度定時総会･評議員会　レポート② 【東京校友会の総合課題】

若い世代の会員増強を図り、次世代につなぐ！

阪口章夫事務局長

群
れ
る
機
会
の
提
供
で
会
員
増
強

（
５
大
イ
ベ
ン
ト
の
推
進
）

❶�

第
21
回 

同
志
社
東
京 

初
夏
の
集

い
２
０
１
９

◆
２
０
１
９
年
６
月
16
日
（
日
）

　

ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ

◆�

テ
ー
マ
『
心
新
た
に
！ W

H
O
 

A
RE W

E ! LA
LA
LA ! 

』

◆�
特
別
講
演
と
し
て
講
道
館
館
長　

上
村
春
樹
氏

　

皆
様
の
お
か
げ
を
も
ち
ま
し
て
記

録
的
大
盛
会
で
終
了
し
ま
し
た
。
皆

様
、
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

【
開
催
結
果
】

・
参
加
者
数
６
４
９
名

・
広
告
収
入
５
３
０
万
円　

新
記
録

・
会
場
内
募
金
39
万
４
千
円

（
ク
ッ
キ
ー
３
０
０
個
・
水
谷
氏

Ｃ
Ｄ
販
売
含
む
）
新
記
録

・
当
日
入
会
81
名

❷
生
誕
の
地
碑
前
祭
の
開
催

◆
２
０
２
０
年
２
月
12
日
（
水
）

◆�

文
化
事
業
開
催
＝
好
評
に
つ
き
引

き
続
き
実
施
検
討

◆
午
餐
会
開
催
予
定

◇
大
磯
「
終
焉
の
地
」
碑
前
祭
協
力

❸
特
別
協
力
会
員
の
集
い

◆
日
時
：
11
月
19
日
（
火
）

◆
場
所
：
学
士
会
館

２
０
１
９
年
度
活
動
計
画

◆�

楽
し
ん
で
頂
け
る
集
い
に
（
ミ
ニ

コ
ン
サ
ー
ト
・
会
員
近
況
ほ
か
）

❹
第
５
回
ゴ
ル
フ
大
会
開
催　

◆�

日
時
：
２
０
１
９
年
10
月
16
日

（
水
）

◆�

場
所
：
太
平
洋
ク
ラ
ブ
市
原
コ
ー

ス
◆
参
加
人
員
：
20
組
80
名
ま
で

（
チ
ー
ム
戦
・
個
人
戦
）

❺�

現
役
世
代
・
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ソ
ン

の
会
員
化

◆�

講
演
会
・
懇
親
会
（
年
６
回
程
度
、

洛
紫
会
の
名
称
で
実
施
）

◆
自
習
集
団
の
形
成

デ
ジ
タ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
研
究
会
ｖ
ｅ
ｒ
．

４今
年
度
30
名
を
募
集
中

◆�

「Y
oung A

ll D
oshisha

」
の
推

進

　

業
界
別
10
の
グ
ル
ー
プ
、
彼
ら
の

希
望
す
る
勉
強
会
・
講
演
会
を
実
施

継
続
的
な
取
り
組
み
で
入
会
促
進

❶
登
録
団
体
拡
充
と
連
携

　

２
０
２
０
年
３
月
、
登
録
団
体
選

出
の
評
議
員
・
幹
事
の
改
選
に
向
け

た
活
動
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

❷
特
別
協
力
会
員
の
会
員
増
対
策

◆�

年
１
回
の
「
特
別
協
力
会
員
の
集

い
」
は
親
睦
と
交
流
を
旨
と
す
る

・
今
年
は
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
を
計
画

◆
特
別
講
演
会
は
年
数
回
案
内
予
定

◆
各
種
イ
ベ
ン
ト
へ
の
招
待

◆
会
員
に
は
エ
ン
ブ
レ
ム
発
行
中

❸
年
次
会
の
拡
充
で
会
員
増
を

◆�

各
イ
ベ
ン
ト
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
な
ど
で
年
次
会

へ
参
加
呼
び
か
け

◆�

「
春
の
集
い
」
実
行
委
員
会
体
制

強
化
と
会
員
増
強

❹�

新
卒
者
（
卒
業
１
～
５
年
）
歓
迎

イ
ベ
ン
ト
の
実
施

学
校
へ
の
積
極
的
協
力
と
支
援
活
動

❶�

大
学
運
営
へ
の
協
力
～
１
５
０
周

年
に
向
け
て「A

LL  D
O
SH
ISH
A
  

2025

」
募
金
活
動
の
推
進

◆�

法
人
向
け
推
進　

２
０
０
社
へ
の

ア
プ
ロ
ー
チ

◆�

会
員
向
け
、
ク
ラ
ー
ク
缶
（
募
金

缶
の
愛
称
）
の
配
布

◆�

関
東
三
五
会
「
ス
リ
ー 

ワ
ン 

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
の
提
唱
と
普
及

❷�

関
東
圏
出
身
学
生
奨
学
金
制
度
の

継
続

◆�

名
称
：
東
京
校
友
会
奨
学
金
制
度

（
２
０
１
７
年
９
月
か
ら
支
給
）

◆�

対
象
：
関
東
甲
信
出
身
学
生
の
２

回
生
・
３
回
生
４
名
・
・
年
30
万

◆�

選
考
：「
奨
学
金
制
度
推
進
委
員

会
」
を
設
置

◆�

募
金
方
法
：
春
の
集
い
、
年
次
会

総
会
な
ど
諸
行
事
の
開
催
時
、
1

募
金
箱
で
の
対
応
、
2
同
志
社

ク
ッ
キ
ー
の
販
売
差
益
金
の
確
保

❸
大
学
現
役
諸
団
体
へ
の
支
援

◆�

例
年
通
り
、
文
化
団
体
・
ス
ポ
ー

ツ
団
体
の
関
東
地
区
実
施
の
行
事

（
試
合
等
）
で
、
諸
団
体
か
ら
要

請
が
あ
れ
ば
、
積
極
的
に
支
援
・

協
力

他
大
学
と
の
交
流
計
画

　

立
教
大
学
経
済
人
ク
ラ
ブ
と
の
交

流
を
通
じ
、
運
営
企
画
に
生
か
し
、

活
動
幅
を
広
げ
る

◆�

昨
年
よ
り
セ
ミ
ナ
ー
へ
参
加
、
ス

ポ
ー
ツ
・
文
化
イ
ベ
ン
ト
へ
応
援

等
を
実
施

広
報
活
動
計
画

　

今
年
度
重
要
テ
ー
マ
は
『
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
管
理
シ
ス
テ
ム
と
運
用
体

制
の
見
直
し
』

❶
東
京
ジ
ャ
ー
ナ
ル

◆�

若
い
世
代
の
編
集
委
員
の
募
集
・

獲
得
と
活
性
化

◆
新
連
載
「
登
録
団
体
紹
介
」
開
始

❷�

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
Ｈ
Ｐ
）、
フ
ェ

イ
ス
ブ
ッ
ク
（
Ｆ
Ｂ
）

◆�

Ｈ
Ｐ
は
コ
ン
テ
ン
ツ
管
理
シ
ス
テ

ム
の
変
更
と
運
用
体
制
の
見
直
し
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の
会
ま
で
多
種
多
様
。
そ
し
て
、
そ
れ

ぞ
れ
の
団
体
の
所
属
人
数
に
よ
っ
て

幹
事
や
評
議
員
の
数
が
規
定
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

今
回
の
総
会
も
、
そ
う
し
た
各
種

団
体
の
代
表
が
集
っ
て
討
議
が
な
さ

　

ご
存
じ
の
よ
う
に
、定
時
総
会
は
、

東
京
校
友
会
を
構
成
し
て
い
る
各
種

登
録
団
体
の
代
表
（
幹
事
、評
議
員
）

に
よ
る
、
最
終
的
な
意
志
決
定
の
た

め
の
会
議
と
な
り
ま
す
。

　

各
種
登
録
団
体
と
い
う
の
は
、
本

誌
前
号
か
ら
連
載
が
始
ま
っ
た
「
登

録
団
体
活
動
レ
ポ
ー
ト
」
で
も
ご
紹

介
し
て
い
る
よ
う
に
、
た
と
え
ば｢

東

京
新
島
研
究
会｣

と
い
っ
た
同
じ
目
的

の
研
究
活
動
で
集
う
方
々
、
あ
る
い

は｢

関
東
三
五
会｣

｢

東
京
47
会｣

の

よ
う
な
卒
業
年
次
会
、
ま
た｢

同
志

社
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
倶
楽
部｣

「
同
志
社

東
京
メ
デ
ィ
ア
ク
ロ
ー
バ
ー
会
」「
料

飲
同
志
社
会
」
の
よ
う
な
業
界
団
体

や｢
東
京
歩
こ
う
会｣

の
よ
う
な
趣
味

2019年度活動  方針・活動計画

討
議
の
あ
と
は
、和
み
の
懇
親
会
へ

2019年度定時総会･評議員会　レポート②

同志社東京歩こう会

料飲同志社会

首
都
圏
の
校
友
の
絆
、

業
界
、
年
代
を
超
え
て
︱

で
、
記
事
掲
載
を
迅
速
化

❸
広
告
活
動

◆�

新
規
広
告
主
獲
得
目
標
：
東
京

ジ
ャ
ー
ナ
ル
２
社
＆
Ｈ
Ｐ
２
社

事
務
局
活
動
計
画

　

昨
年
に
引
き
続
き
、
事
務
局
機
能

の
強
化
と
円
満
運
営
を
継
続

❶�

渉
外
活
動
の
展
開
：
事
務
局
間
の

連
携
強
化

◆�

同
志
社
校
友
会
本
部
と
の
連
携
業

務
・
校
友
会
本
部
主
催
行
事
へ
の

参
加

◆�

校
友
会
東
京
オ
フ
ィ
ス
の
運
営
・

連
携
（
ル
ー
ル
遵
守
）

　

支
援
金
・
助
成
金
等
申
請
で
連
携

◆�

関
東
・
甲
信
ブ
ロ
ッ
ク
各
支
部
と

の
連
携
業
務
・
ブ
ロ
ッ
ク
支
部
長

会
議
の
主
催
・
連
携
強
化

❷�

到
達
通
信
の
処
理
、
関
係
者
と
の

日
常
連
絡
／
諸
問
題
の
対
応

❸�

諸
会
議
の
事
務
局
業
務
・
決
議
の

執
行
補
佐

❹�

名
簿
維
持
管
理
：
更
な
る
会
員
増

加
へ
の
対
応

◆�

個
人
情
報
等
の
情
報
流
出
・
漏
洩

防
止
対
策
の
継
続

◆
新
会
員
管
理
ス
テ
ム
の
導
入

❺�

金
銭
出
納
お
よ
び
経
理
業
務
全

般
：
ル
ー
ル
の
徹
底

❻�

備
品
・
各
種
書
類
の
保
管
管
理
充

実
化

文
責
／
横
山
徹（
71
年
・
工
）

れ
た
わ
け
で
す
が
、
二
時
間
に
わ
た

る
熱
い
会
議
の
後
は
、
和
み
の
ひ
と

と
き
。
場
所
を
近
く
の
「
世
界
食
堂

ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
・
タ
ー
ブ
ル
・
ド
ー

ル
」
に
移
し
て
、
飲
食
を
共
に
し
な

が
ら
の
会
話
や
愉
快
な
ス
ピ
ー
チ
の

中
、
首
都
圏
校
友
の
絆
を
い
っ
そ
う

深
め
る
一
時
間
半
と
な
り
ま
し
た
。

文
責
／
谷
村
和
典（
72
年
・
文
）

懇親会の締めは、肩を組んでのカレッジソング
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樹
徳
会
東
京
支
部
は
暫
く
ブ
ラ
ン

ク
が
あ
り
ま
し
た
が
２
０
１
２
年
に

再
ス
タ
ー
ト
し
、
年
々
参
加
者
数
が

増
え
、
例
年
総
会
に
は
約
１
０
０
名

の
方
々
が
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

本
年
は
9
月
14
日
（
土
）
に
学
士

会
館
で
、
総
会
・
講
演
会
・
懇
親
会

を
開
催
、
大
学
か
ら
吉
川
教
授
（
学

部
長
代
理
）、
加
藤
名
誉
教
授
、
亀

田
名
誉
教
授
、
百
合
野
教
授
を
お
招

テ
ー
ブ
ル
を
用
意

し
、
同
じ
ゼ
ミ
の

先
輩
、
同
輩
、
後

輩
が
一
堂
に
会
し

て
杯
を
酌
み
交
わ

し
な
が
ら
学
生
時

代
の
思
い
出
話
に

花
を
咲
か
せ
る
事

を
企
図
し
開
催
し

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
現
役
の

卒
業
生
に
は
卒
業

生
同
士
に
よ
る
名

刺
交
換
会
を
通

じ
、
同
業
ま
た
他

業
界
の
方
々
と
商

学
部
卒
な
ら
で
の

ビ
ジ
ネ
ス
に
直
結

す
る
話
を
で
き
る

2013年（平成25年）東京支部総会　樹徳会東京支部再スタート時の恩人・来賓
在りし日の樹徳会本部坂・前理事長（右から２人目）、南・現理事長（左端）
東京支部白石支部長（左から３人目）、講演講師の浜教授（右から３人目）

　
同
志
社
大
学
商
学
部
の
卒
業

生
で
構
成
さ
れ
る
商
学
部
・
樹

徳
会
の
東
京
支
部
は
、
商
学
部

の
卒
業
生
で
、
東
京
周
辺
に
在

住
、勤
務
、ま
た
遠
く
は
静
岡
県
、

長
野
県
在
住
の
方
々
も
、
相
互

の
親
交
を
深
め
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
毎
年
総
会
・
懇
親
会
を

秋
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

て
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
懇
親
会
で
は
、
同
志
社
マ

ン
ド
リ
ン
ク
ラ
ブ
Ｏ
Ｂ
に
よ
る
演
奏

が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

樹
徳
会
東
京
支
部
で
は
、
こ
の
よ

う
に
年
一
回
、
ゼ
ミ
単
位
の
着
席

登
録
団
体
活
動
レ
ポ
ー
ト

樹
徳
会
東
京
支
部

２
０
１
２
年
に
再
ス
タ
ー
ト

団体概要

【団体名】
商学部樹徳会東京支部

【設立年月日】
1959年（昭和34年）9月

【代表者】
支部長 白石 正

（三菱ＵＦＪリース㈱取締役会長）

【会員数】
登録メンバー総数 1,050名

【連絡先】
東京支部幹事・藤井 英哉
E-mail：fujii-hideya0328@nifty.com

渡
邉
康
嗣（
76
年・商
）

東京支部総会・懇親会閉会時のカレッジソング、チアー（2013年）

場
も
設
け
て
お
り
ま
す
。

　

例
年
参
加
者
か
ら
年
一
回
の
こ
の

よ
う
な
催
し
を
通
じ
て
同
志
社
大
学

出
身
者
の
仲
間
と
の
絆
が
深
ま
る
機

会
と
、
好
評
を
得
て
お
り
ま
す
。

　

来
年
の
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
は
未

定
で
す
が
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
イ
ヤ
ー

に
ふ
さ
わ
し
い
卒
業
生
、
教
授
に
登

壇
し
て
い
た
だ
く
予
定
で
す
。

　

今
ま
で
参
加
し
た
こ
と
の
な
い
方

は
、
老
若
男
女
問
わ
ず
、
ま
た
、
お

一
人
で
も
大
歓
迎
で
す
の
で
、
来
年

は
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

き
し
ま
し
た
。

　

講
演
会
で
は
、
亀
田
尚
己
名
誉

教
授
よ
り
、
令
和
時
代
に
お
け
る

世
界
の
見
方
「
知
己
知
彼
百
戦
不

殆
の
教
え
」
の
演
題
に
基
づ
き
、

世
界
に
誇
る
我
が
国
の
特
徴
（
知

己
）、
民
族
・
文
化
・
言
語
・
宗

教
と
国
家
の
交
錯
す
る
複
雑
な
関

係
を
概
観
す
る
（
知
彼
）
と
い
う

テ
ー
マ
の
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　

令
和
時
代
を
迎
え
た
日
本
人
は

こ
の
よ
う
な
世
界
を
ど
の
よ
う
に

見
る
べ
き
か
、
ま
た
海
外
諸
国
、

外
国
人
た
ち
と
ど
の
よ
う
に
付
き

合
っ
て
い
く
べ
き
か
な
ど
に
つ
い
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バックキャスティング思考法について語る
小西一有さん

代
前
半
の
卒
業
生
２
０
６
名
と
つ
な

が
っ
て
い
ま
す
。
同
業
種
ご
と
に
よ

り
密
接
な
関
係
を
作
れ
れ
ば
と
12
の

業
種
別
の
グ
ル
ー
プ
を
構
成
し
ま
し

た
。
普
段
は
懇
親
会
中
心
の
活
動
で

す
が
、
今
後
は
勉
強
会
な
ど
も
企
画

す
る
予
定
で
す
。
中
で
も
、
官
僚
グ

ル
ー
プ
は
省
庁
を
こ
え
て
定
期
的
に

情
報
交
換
を
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
．校
友
の
こ
の
よ
う
な
活
動
に「
究

極
の
目
標
」
を
お
持
ち
と
か
？

李　

ま
ず
皆
が
集
ま
れ
る
場
を
作
り

交
流
を
持
つ
こ
と
で
す
が
、
卒
業
生

同
士
の
連
携
で
同
志
社
校
友
の
輝
き

を
僕
た
ち
自
身
で
実
現
し
た
い
。
関

変
え
る
よ
う
な
人
物
に
な
る
こ
と
、

そ
の
よ
う
な
人
物
が
ど
ん
ど
ん
出
れ

ば
い
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ
．
今
後
は
ど
の
よ
う
な
活
動
を
？

李　

こ
れ
か
ら
は
東
京
校
友
会
と
連

携
す
る
こ
と
で
活
動
の
意
義
が
高

ま
る
と
思
い
ま
す
。
同
志
社
大
学

V
ISIO

N
2025

の
理
念
に
も
あ
る
よ

う
に
生
涯
に
通
じ
る
校
友
の
つ
な
が

り
を
作
る
に
は
、
僕
自
身
も
そ
う
な

の
で
す
が
、
皆
も
っ
と
刺
激
や
学
び

に
つ
な
が
る
出
会
い
を
求
め
て
い
ま

す
。
首
都
圏
で
活
躍
さ
れ
る
卒
業
生

と
の
交
流
の
機
会
を
多
く
持
ち
、
さ

ら
に
充
実
さ
せ
た
い
で
す
ね
。

＊

　

こ
う
語
る
李
さ
ん
は
体
育
会
硬
式

野
球
部
の
Ｏ
Ｂ
。
外
野
手
で
２
年
か

ら
メ
ン
バ
ー
入
り
を
果
た
し
て
い

る
。
高
校
３
年
生
の
時
に
高
校
野
球

京
都
記
念
大
会
で
（
現
）
京
都
国
際

高
校
（
当
時
は
京
都
韓
国
学
園
）
の

野
球
部
主
将
と
し
て
韓
国
語
と
日
本

語
で
選
手
宣
誓
を
行
な
い
、
外
国
人

籍
の
選
手
で
あ
る
こ
と
も
高
校
野
球

史
上
初
め
て
と
、
話
題
に
な
っ
た
。

　

大
学
の
野
球
部
引
退
後
は
、
海
外

留
学
を
経
て
日
本
サ
ム
ス
ン
株
式
会

社
に
入
社
。
日
本
の
電
機
メ
ー
カ
ー

50
社
を
担
当
し
営
業
で
成
績
を
上
げ

る
も
、
お
父
様
の
病
気
が
き
っ
か
け

と
な
り
、
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
ナ
ー
に
転

職
を
果
た
す
。
現
在
は
、
メ
ッ
ト
ラ

イ
フ
生
命
保
険
会
社　

築
地
エ
イ

ジ
ェ
ン
シ
ー
を
拠
点
に
活
躍
中
。

＊

李　

金
融
サ
ー
ビ
ス
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ

シ
ョ
ナ
ル
と
し
て
お
客
様
の
ラ
イ
フ

プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
を
通
じ
て
資
産
形
成

や
保
険
の
必
要
な
保
障
を
ご
提
案
し

て
い
ま
す
。
仕
事
だ
け
で
な
く
東

京
校
友
会
の
一
員
と
し
て
「Y

oung 
A
ll D
oshisha

」
を
継
続
さ
せ
る
活

動
も
行
っ
て
い
き
ま
す
！

文
責
／
安
永
昌
代（
81
年
・
経
）

　

校
友
の
輪
を
広
げ
、
同
志
社
の
名

を
あ
げ
て
い
き
た
い
と
、
奮
闘
中
の

卒
業
生　

李
良
剛
（
イ
・
ヤ
ン
ガ
ン
）

さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

Ｑ
．
20
～
30
代
の
卒
業
生
グ
ル
ー
プ

「Y
oung A

ll D
oshisha

」
と
は
ど

の
よ
う
な
グ
ル
ー
プ
で
す
か
？

李　

同
世
代
の
卒
業
生
に
会
い
た

い
、
と
11
月
29
日
の
創
立
記
念
日
の

前
後
に
開
催
の
Ｅ
Ｖ
Ｅ
パ
ー
テ
ィ
を

機
に
集
ま
っ
た
者
と
各
々
の
知
り

合
い
で
グ
ル
ー
プ
を
作
り
「Y

oung 
A
ll D
oshisha

」
と
命
名
し
ま
し
た
。

初
夏
の
集
い
で
会
っ
た
方
な
ど
も
加

わ
っ
て
い
た
だ
き
現
在
は
20
代
～
40

Ｙ
Ｏ
Ｕ
Ｎ
Ｇ　
Ａ
Ｌ
Ｌ　
Ｄ
Ｏ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｓ
Ｈ
Ａ　
発
起
人　
李　
良
剛
さ
ん（
２
０
０
８
年
文
学
部
哲
学
科
卒
）

小
西
一
有
さ
ん（
88
年・工
卒
）

　

去
る
８
月
８
日
（
木
）、
特
別
講

演
会
が
開
催
さ
れ
、
32
名
の
校
友
が

参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　

小
西
さ
ん
の
講
演
は
、
昨
年
７
月

に
続
い
て
２
回
目
で
、
今
回
は
「
デ

ジ
タ
ル
・
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー

シ
ョ
ン
（
Ｄ
Ｘ
）
後
の
近
未
来
が
想

像
で
き
ま
す
か
？
」
と
い
う
テ
ー

マ
。
Ｉ
Ｔ
技
術
の
進
歩
で
近
未
来
が

ど
の
よ
う
に
変
化
す
る
の
か
を
想
像

し
、
そ
こ
に
向
け
て
今
何
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
か
を
考
え
る
バ
ッ

ク
キ
ャ
ス
テ
ィ
ン
グ
思
考
法
に
つ
い

て
の
講
演
を
、
多
彩
な
実
例
を
ま
じ

え
て
大
変
わ
か
り
や
す
く
説
明
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

文
責
／
青
木
重
之（
78
年
・
経
）

2018 年度 MVP 達成。現在主力商品部門 4,000 人中
１位を継続中。表彰式の日の親孝行写真です！

同
志
社
を
輝
か
せ
突
き
抜
け
た
い
！

つなげる絆、広げる絆

2018 年の EVE PARTY に 120 名が集合

「
平
成
」「
令
和
」卒
業
の
校
友
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

西
出
身
者
の

多
い
同
志
社

で
す
が
三
田

会
や
稲
門
会

以
上
の
存
在

に
な
れ
る
の

で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

こ
れ
は
僕
個

人
の
目
標
で

も
あ
り
ま
す

が
、
世
界
を

【
特
別
講
演
会
】レ
ポ
ー
ト
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に
鬱
陶
し
く
て
嫌
だ
っ
た
の
が
「
何

故
こ
う
な
る
の
か
」
原
因
と
結
果
の

説
明
の
大
事
さ
、
ぶ
れ
な
い
思
考
軸

等
を
、
徹
底
的
に
言
わ
れ
た
の
も
こ

の
時
。
た
だ
、
こ
れ
が
私
の
人
間
と

し
て
の
幅
が
出
来
た
事
の
要
因
の
一

つ
で
あ
る
の
は
間
違
い
な
い
。

　

次
は
ゼ
ミ
仲
間
と
の
交
流
。
私
は

岩
根
先
生
の
金
融
論
だ
が
、
ゼ
ミ
仲

間
は
超
真
面
目
人
間
勉
強
集
団
で
、

私
と
は
性
格
も
含
め
全
く
違
う
面
々
。

そ
こ
が
逆
に
面
白
い
と
こ
ろ
で
も
あ

り
、
こ
の
よ
う
な
仲
間
た
ち
と
の
交

流
も
私
の
人
間
の
幅
を
広
げ
ら
れ
た

要
因
の
一
つ
で
も
あ
る
。
そ
う
い
う

経
験
も
あ
っ
て
か
就
職
は
当
時
の
三

和
銀
行
に
。
そ
こ
か
ら
ま
た
地
獄
の

日
々
が
待
ち
受
け
て
い
る
と
は
…
人

生
苦
難
の
連
続
で
あ
っ
た
。
た
だ
今

は
良
き
思
い
出
で
あ
る
。

　

私
の
同
志
社
で
の
大
学
生
活
を
語

る
う
え
で
外
せ
な
い
の
は
、
信
じ
ら

れ
な
い
程
の
厳
し
い
徒
弟
制
度
の
下

宿
生
活
で
あ
る
。
北
野
天
満
宮
鳥
居

の
真
横
に
実
質
３
畳
の
下
宿
屋
。
７

名
全
員
が
同
志
社
の
学
生
で
、
私
を

含
め
１
回
生
３
名
、
２
回
生
１
名
、

３
回
生
３
名
。
先
輩
は
勉
強
、
遊
び
、

生
活
態
度
に
厳
し
か
っ
た
と
の
記
憶
。

そ
の
お
か
げ
か
も
し
れ
な
い
が
、
こ

の
時
に
何
で
も
自
分
で
徹
底
し
て
考

え
、
決
め
、
実
行
す
る
こ
と
を
学
ぶ
。

ま
さ
し
く
自
主
独
立
の
精
神
と
い
う

も
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

我
々
を
導
い
た
先
輩
諸
氏
①
先
輩

（
京
セ
ラ
へ
工
学
部
）
の
指
導
便
所

掃
除
ほ
ぼ
毎
朝
７
時
か
ら
、
全
員
で
。

②
先
輩
（
松
下
電
器
へ
工
学
部
）
指

導
麻
雀
、
徹
底
し
た
役
作
り
パ
タ
ー

ン
の
暗
記
か
ら
始
め
る
（
イ
チ
サ
ン

1973 年ゼミ旅行・輪島の朝市

下
宿
の
真
髄
…
そ
の
時
何
か
が
私
を
変
え
た
！

今
出
川
四
季

越
え
る
ク
ア
イ
ア
が
歌
う
の
だ
か
ら
、

な
か
な
か
の
も
の
で
、
礼
拝
に
来
ら

れ
た
方
々
に
も
大
変
喜
ば
れ
た
イ
ベ

ン
ト
で
あ
っ
た
。

　

さ
て
、
中
学
時
代
の
最
後
で
最
大

の
イ
ベ
ン
ト
は
、
何
と
言
っ
て
も
５

泊
（
一
泊
は
車
中
）
５
日
の
修
学
旅

行
だ
っ
た
。
三
年
生
の
10
月
26
日
、

８
時
京
都
駅
を
出
発
、
31
日
早
朝
の

５
時
41
分
に
京
都
駅
に
戻
る
と
い
う
、

今
ま
で
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
団
体

旅
行
で
あ
る
。

　

久
永
校
長
を
始
め
、
各
ク
ラ
ス
の

担
任
、
そ
の
他
医
師
、
看
護
婦
な
ど

を
含
め
11
人
の
付
添
い
教
職
員
に
引

率
さ
れ
た
大
集
団
の
移
動
で
あ
っ
た
。

　

一
日
目
は
、
京
都
駅
か
ら
の
車
内

で
昼
食
、
静
岡
で
電
車
を
降
り
、
バ

ス
に
乗
り
換
え
久
能
山
、
日
本
平
を

見
て
、
静
岡
の
旅
館
幸
楽
と
日
本
橋

と
い
う
旅
館
に
別
れ
て
宿
泊
。

　

二
日
目
は
、
登
呂
の
遺
跡
を
見
学
、

白
糸
の
滝
を
観
て
朝
霧
高
原
で
昼
食
、

本
栖
湖
か
ら
風
穴
に
入
り
、
紅
葉
台

か
ら
河
口
湖
へ
、
そ
の
日
は
河
口
湖

ホ
テ
ル
本
館
で
宿
泊
。

　

三
日
目
は
、
山
中
湖
か
ら
長
尾
峠

で
昼
食
後
芦
ノ
湖
へ
。
元
箱
根
か
ら

壮
大
な
大
湧
谷
を
見
学
、
上
湯
の
旅

　

中
学
時
代
の
想
い
出
は
数
々
あ
る

が
、こ
れ
、と
い
え
ば
三
年
間
続
い
た

夏
の
日
本
海
、由
良
で
の
キ
ャ
ン
プ
だ

ろ
う
。
こ
こ
で
団
体
生
活
の
基
本
を

学
ん
だ
が
、何
と
言
っ
て
も
、同
志
社

な
ら
で
は
の
自
由
な
雰
囲
気
だ
っ
た
。

三
年
生
で
は
班
長
と
し
て
参
加
し
た

が
、
毎
年
楽
し
み
の
ひ
と
つ
だ
っ
た
。

　

文
化
祭
が
終
わ
る
と
、
年
末
が
近

づ
き
、
ク
リ
ス
マ
ス
の
イ
ベ
ン
ト
に

向
け
て
ホ
ザ
ナ
コ
ー
ラ
ス
の
練
習
に

拍
車
が
か
か
る
。
最
大
の
イ
ベ
ン
ト

は
高
校
の
ホ
ザ
ナ
コ
ー
ラ
ス
、
そ
し

て
同
志
社
女
子
中
学
・
高
校
の
聖
歌

隊
と
合
同
で
開
催
す
る
キ
ャ
ン
ド
ル

ラ
イ
ト
サ
ー
ビ
ス
で
、
毎
年
栄
光
館

で
開
催
さ
れ
て
い
た
。

　

キ
ャ
ン
ド
ル
ラ
イ
ト
の
灯
り
で
礼

拝
を
守
る
の
だ
が
、
総
勢
二
百
人
を

片
桐
家
同
志
社
五
代
記

連
企

載
画

その三十

館
冠
峰
楼
で
宿
泊
。

　

四
日
目
は
、
片
瀬
海
岸
か
ら
長
谷

の
観
音
様
を
観
て
鶴
岡
八
幡
宮
で
昼

食
、
横
浜
港
を
通
り
羽
田
空
港
を
観

て
東
京
は
本
郷
の
章
文
館
で
宿
泊
。

　

い
よ
い
よ
最
終
日
、
東
京
都
内
見

学
が
あ
り
、
夜
８
時
に
東
京
駅
に
集

合
し
23
時
発
の
集
約
臨
時
列
車
で
京

都
へ
、
６
日
目
の
早
朝
京
都
駅
着
と

い
う
長
旅
だ
っ
た
。

　

旅
行
代
金
は
、
５
千
円
と
大
金
で

あ
っ
た
が
、
二
日
目
か
ら
ず
っ
と
バ

ス
を
使
用
し
、
四
泊
旅
館
や
ホ
テ
ル

に
泊
ま
る
旅
行
と
し
て
は
、
よ
く
こ

の
費
用
で
収
ま
っ
た
も
の
と
思
え
る
。

　

た
だ
、
旅
行
の
こ
と
は
今
で
は
ほ

と
ん
ど
覚
え
て
い
な
い
が
、沢
山
の
写

真
を
撮
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、記
憶
を

辿
っ
て
い
く
こ
と
が
出
来
る
。
先
生

と
、ま
た
仲
間
と
一
緒
に
撮
っ
た
写
真

は
、60
年
前
の
こ
と
を
昨
日
の
こ
と
の

よ
う
に
想
い
出
さ
せ
て
く
れ
る
。

　

そ
れ
と
、
東
京
の
旅
館
に
は
叔
父

や
知
人
が
夜
面
会
に
来
て
く
れ
た
が
、

知
人
は
ア
メ
リ
カ
の
フ
ル
サ
イ
ズ
の

車
、オ
ー
ル
ズ
モ
ー
ビ
ル
で
訪
ね
て
来

ら
れ
た
の
で
、
注
目
の
的
に
な
っ
た
。

　

ま
た
東
京
で
は
一
日
自
由
行
動
が

認
め
ら
れ
て
い
た
が
、
丁
度
開
催
さ

れ
て
い
た
東
京
モ
ー
タ
ー
シ
ョ
ー
に

仲
間
と
行
っ
た
こ
と
は
楽
し
い
想
い

出
だ
。

文
／
片
桐
　
陽（
67
年
・
工
）

連
　
載

コ
ラ
ム

ニ
ン
ロ
ク
ゴ
ン
ニ
…
点
数
、

盲
牌
に
至
る
ま
で
）。③
先

輩
（
電
通
へ
経
済
学
部
）

の
哲
学
も
含
め
た
読
書
会

と
酒
を
飲
み
な
が
ら
の
徹

夜
議
論
④
先
輩
（
Ｉ
Ｂ
Ｍ

へ
法
学
部
）
指
導
社
交
ダ

ン
ス
・
ギ
タ
ー
演
奏
な
ど
。

嘘
の
よ
う
な
ホ
ン
ト
の
話

で
あ
る
。
当
時
は
、
本
当

修学旅行にて（中央が筆者）

燦
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社

常
勤
顧
問

小
川
佳
秀（
75
年
・
経
）
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「見えざる手」がここまで導いてくれた

テ
ニ
ス
に
バ
イ
ト
の
学
生
時
代

　

大
阪
府
豊
中
市
で
生
ま
れ
、
高
校

に
入
る
ま
で
は
優
等
生
。
高
校
は
進

学
校
の
豊
中
高
校
へ
。
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
に
か
け
た
青
春
で
し
た
が
、
大
学

進
学
を
機
に
女
性
が
半
分
の
華
や
か

な
硬
式
テ
ニ
ス
同
好
会
へ
。
し
か
し
、

大
学
か
ら
始
め
た
初
心
者
は
な
か
な

か
経
験
者
達
に
追
い
付
け
ず
、
自
宅

か
ら
大
学
で
は
な
く
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

の
あ
っ
た
西
院
へ
直
行
。
毎
日
練
習

し
た
結
果
、
３
回
生
で
よ
う
や
く
早

稲
田
と
の
対
抗
戦
に
出
ら
れ
る
ま
で

に
な
り
ま
し
た
。
ア
ル
バ
イ
ト
は
梅

田
の
阪
急
百
貨
店
の
お
茶
売
り
場
で

３
年
間
。
大
学
に
は
テ
ニ
ス
と
ア
ル

バ
イ
ト
と
麻
雀
の
合
間
に
顔
を
出
す

程
度
。
忙
し
す
ぎ
て
ゼ
ミ
の
思
い

出
が
な
い
の
が
残
念
。
夏
休
み
に
は

御
嶽
山
山
荘
の
住
み
込
み
バ
イ
ト
で
、

早
朝
か
ら
夜
遅
く
ま
で
働
い
て
１
日

２
５
０
０
円
、
20
日
間
働
き
、
そ
の

報
酬
５
万
円
を
手
に
テ
ニ
ス
の
合
宿

へ
行
っ
た
の
も
楽
し
い
思
い
出
で
す
。

就
職
と
結
婚

　

就
職
は
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
の
後
で

採
用
が
少
な
く
、
か
ろ
う
じ
て
銀
行

の
役
員
面
接
へ
、
そ
こ
で
大
三
元
で

役
満
上
が
っ
た
話
を
し
た
ら
型
破
り

な
奴
だ
と
、
池
田
銀
行
に
拾
わ
れ
ま

し
た
。
最
初
の
江
坂
支
店
の
時
、
得

意
先
の
紹
介
で
、
両
親
と
同
郷
出
雲

市
出
身
の
女
性
と
運
命
的
な
出
会
い

が
あ
り
結
婚
。
た
だ
、
銀
行
の
支
店

営
業
の
ノ
ル
マ
は
厳
し
く
上
司
達
か

ら
今
で
い
う
パ
ワ
ハ
ラ
は
当
た
り
前

の
時
代
、
本
当
に
辛
い
時
も
多
々
あ

り
ま
し
た
が
、
何
と
か
乗
り
越
え
、

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
は
ト
ッ
プ
セ
ー
ル

ス
に
。
そ
の
ご
褒
美
で
海
外
研
修
に

も
参
加
で
き
る
ま
で
に
。そ
の
後
、本

店
秘
書
室
に
引
っ
張
ら
れ
、
２
年
間

は
頭
取
、
役
員
の
秘
書
や
銀
行
本
店

内
部
を
経
験
。
こ
の
時
に
自
分
の
能

力
の
限
界
を
悟
り
、
後
に
銀
行
を
去

る
「
き
っ
か
け
」
に
な
り
ま
し
た
。

転
職
と
転
居
は
突
然
に

　

次
の
神
戸
支
店
で
は
新
規
開
拓
専

門
で
営
業
。
あ
る
コ
ン
テ
ナ
会
社
の

融
資
１
億
円
を
ま
と
め
た
の
が
コ
ン

テ
ナ
事
業
と
の
接
点
と
な
り
ま
し
た
。

千
里
中
央
支
店
の
次
長
へ
の
昇
格
辞

令
が
で
ま
し
た
が
、
金
融
不
況
の
中
、

海
外
貿
易
を
含
め
、
国
内
市
場
に
む

け
成
長
す
る
コ
ン
テ
ナ
業
界
へ
の
興

味
を
押
さ
え
る
こ
と
が
で
き
ず
に
辞

令
後
、
半
年
で
、
当
時
年
商
数
億
円

の
コ
ン
テ
ナ
会
社
へ
転
職
し
ま
し
た
。

誰
も
が
反
対
す
る
中
、
コ
ン
テ
ナ
業

界
の
将
来
性
に
か
け
た
の
で
す
。

　

転
職
後
、
東
京
の
営
業
基
盤
作
り

に
奔
走
し
て
い
る
時
に
本
社
が
阪

神
・
淡
路
大
震
災
に
遭
遇
、
東
京
営

業
本
部
を
立
ち
上
げ
つ
つ
、
平
成
７

年
８
月
に
、
生
活
拠
点
も
含
め
家
族

全
員
で
東
京
へ
出
て
き
ま
し
た
。

新
規
事
業
を
立
ち
上
げ
独
立
へ

　

東
京
で
は
冷
蔵
冷
凍
コ
ン
テ
ナ
の

営
業
を
担
当
、
そ
う
し
た
あ
る
日
、

中
古
の
コ
ン
テ
ナ
を
ロ
ー
ド
サ
イ
ド

に
並
べ
て
倉
庫
代
わ
り
に
し
て
い
る

風
景
に
出
合
い
、
そ
の
時
、
都
会
で

は
コ
ン
テ
ナ
貸
倉
庫
の
ニ
ー
ズ
が
あ

る
こ
と
に
気
が
付
い
た
の
で
す
。
そ

こ
で
中
古
の
コ
ン
テ
ナ
を
５
つ
の
部

屋
に
間
仕
切
り
し
て
、
個
人
及
び
個

人
事
業
主
向
け
に
貸
し
出
す
専
門
会

社
を
、
コ
ン
テ
ナ
会
社
と
の
Ｊ
Ｖ
で

起
業
。
そ
れ
が
20
年
前
に
立
ち
上
げ

た
コ
ン
テ
ナ
の
ト
ラ
ン
ク
ル
ー
ム
の

「
ユ
ア
ス
ペ
ー
ス
」
で
す
。

　

一
時
期
は
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
で
も

全
国
展
開
し
ま
し
た
が
、
Ｊ
Ｖ
解
消

後
は
直
営
店
中
心
に
シ
フ
ト
し
ま
し

た
。
最
近
は
ネ
ッ
ト
か
ら
新
規
顧
客

の
申
し
込
み
が
あ
り
、
お
陰
様
で
直

営
店
を
日
本
に
１
８
０
ヶ
所
、
韓
国

に
20
ヶ
所
展
開
し
、
事
業
は
今
も
拡

大
し
て
い
ま
す
。

　

振
り
返
れ
ば
、
同
志
社
に
入
学
し

た
の
も
、銀
行
に
就
職
し
た
の
も
、会

社
を
手
伝
っ
て
く
れ
て
い
る
妻
と
出

会
っ
た
の
も
、
地
震
後
、
家
族
で
東

京
に
出
て
き
た
の
も
、「
見
え
ざ
る

手
」
が
こ
こ
ま
で
自
分
を
導
い
て
く

れ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

＊

文
責
／
作
村
満
明（
77
年
・
法
）

写
真
／
新
田
博
伸（
77
年
・
法
）

株式会社ユアスペース　代表取締役社長
中尾昌弘さん 1977年（昭和52年）経済学部卒

1953 年（昭和 28 年）大阪府生まれ　1977 年（昭和 52 年）経済学部卒業、
池田銀行入行　1992 年（平成 4 年）千里中央支店次長拝命も、半年でコ
ンテナ会社へ転職　1995 年（平成 7 年）阪神・淡路大震災を機に東京営
業本部を立ち上げる　1999 年（平成 11 年）ＪＶ会社としてユアスペー
スを設立。2011 年（平成 23 年）ＭＢＯにより事業継承し、現職。

「失われた20年」に急成長の企業

　
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
後
の
就
職
難
に
負
け
ず
、
バ

ブ
ル
崩
壊
に
も
負
け
ず
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
を

地
元
で
体
験
し
、
そ
れ
を
機
に
家
族
で
東
京
へ
転

居
。
転
職
後
の
景
気
低
迷
の
中
で
起
業
し
、
会
社

は
早
20
周
年
。
創
意
工
夫
で
ま
だ
ま
だ
成
長
を
続

け
る
会
社
の
社
長
の
登
場
で
す
。

9
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高
ま
る
人
気

　

令
和
元
年
。
日
本
国
内
が
ラ
グ

ビ
ー
色
に
染
ま
る
１
年
だ
。
９
月
末

か
ら
開
幕
し
た
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド

カ
ッ
プ
。
世
界
中
か
ら
集
ま
る
ラ

ガ
ー
マ
ン
た
ち
の
活
躍
に
、
注
目
が

高
ま
る
。

　

そ
も
そ
も
ラ
グ
ビ
ー
は
、
日
本
に

お
い
て
親
し
ま
れ
る
ス
ポ
ー
ツ
で
は

な
か
っ
た
。
強
じ
ん
な
体
で
互
い
に

ぶ
つ
か
り
合
う
と
こ
ろ
か
ら
「
見
て

い
て
痛
い
」、「
怪
我
を
し
や
す
い
」

な
ど
、
マ
イ
ナ
ス
な
印
象
が
染
み
付

い
て
い
た
。

　

そ
の
イ
メ
ー
ジ
を
一
変
さ
せ
た

の
が
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
で
開
催
さ

れ
た
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

２
０
１
５
だ
。
劣
勢
と
思
わ
れ
て
い

た
日
本
が
強
豪
・
南
ア
フ
リ
カ
に
勝

利
。
歴
史
的
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
キ
リ
ン

グ
に
日
本
中
が
湧
い
た
事
は
記
憶
に

新
し
い
。
国
を
背
負
っ
て
戦
っ
た
戦

士
た
ち
の
勇
姿
は
、
日
本
の
ラ
グ

ビ
ー
熱
に
火
を
つ
け
た
。

復
活
の
兆
し

　

そ
の
熱
は
大
学
ラ
グ
ビ
ー
界
に
も

伝
わ
っ
た
。「
ミ
ス
タ
ー
・
ラ
グ
ビ
ー
」

と
呼
ば
れ
た
故
・
平
尾
誠
二
先
輩
を

始
め
、
多
く
の
ヒ
ー
ロ
ー
を
輩
出
し

た
同
志
社
ラ
グ
ビ
ー
部
。
今
年
で
創

部
１
０
９
年
と
長
い
歴
史
が
あ
る
こ

と
は
も
ち
ろ
ん
、
大
学
選
手
権
４
度

優
勝
の
「
関
西
の
雄
」
と
し
て
、
こ

れ
ま
で
君
臨
し
て
き
た
。

　

し
か
し
一
昨
年
、
昨
年
と
リ
ー
グ

戦
で
結
果
を
残
せ
ず
。
史
上
初
と
な

る
２
年
連
続
で
選
手
権
出
場
を
逃

し
、
屈
辱
を
味
わ
っ
た
。

　

そ
こ
で
再
建
を
任
さ
れ
た
の
が
主

将
の
山
本
雄
貴
（
商
４
）
だ
。
同
志

社
大
学
の
創
設
者
、
新
島
襄
先
生
の

言
葉
で
あ
る
「
Ｇ
О
！
Ｇ
О
！
Ｇ

О
！
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
、
選

手
権
を
目
指
し
突
き
進
む
。

　

新
体
制
と
し
て
初
の
公
式
戦
と

な
っ
た
関
西
セ
ブ
ン
ズ
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
で
は
３
年
ぶ
り
の
優
勝
。
春
季

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
大
会
で
は
昨
季
大
学

選
手
権
準
優
勝
の
天
理
大
、
昨
季
関

西
A
リ
ー
グ
２
位
の
京
産
大
に
屈
し

「GO! GO! GO!」自分たちのラグビーを !（東海大学戦）

夏合宿の練習試合から（東海大学戦）

た
。
そ
れ
で
も
３
位
決
定
戦
で
は
、

立
命
大
に
快
勝
を
収
め
た
。

　
「
勝
利
も
敗
北
も
味
わ
い
、
ど
う

や
っ
た
ら
勝
つ
マ
イ
ン
ド
に
も
っ
て

行
く
こ
と
が
で
き
る
の
か
が
見
え
始

め
た
。
規
律
の
面
で
も
、（
部
員
た

ち
が
）
徐
々
に
変
わ
っ
て
い
る
こ
と

を
成
果
と
し
て
見
る
こ
と
が
で
き
、

チ
ー
ム
の
変
化
が
見
ら
れ
た
シ
ー
ズ

ン
だ
っ
た
」（
山
本
）。

　

復
権
へ
の
希
望
を
感
じ
さ
せ
、
春

の
戦
い
を
終
え
た
。

は
い
上
が
る

　

悲
願
の
選
手
権
へ
向
け
、
今
年
の

同
志
社
の
キ
ー
と
な
る
の
が
Ｆ
Ｗ

（
フ
ォ
ワ
ー
ド
）
だ
。
１

年
時
か
ら
ス
タ
メ
ン
入
り

を
果
た
す
堀
部
（
社
４
）

や
今
季
副
将
の
服
部
（
ス

ポ
４
）
ら
を
筆
頭
に
、
大

舞
台
を
経
験
す
る
選
手
が

多
数
残
る
。
春
シ
ー
ズ
ン

で
も
息
の
合
っ
た
セ
ッ
ト

プ
レ
ー
か
ら
何
度
も
ト
ラ

イ
を
奪
い
、勝
利
に
貢
献
。

強
固
な
ス
ク
ラ
ム
を
持
ち

味
と
す
る
天
理
大
や
京
産

大
相
手
に
、
押
し
勝
つ
場

面
が
見
ら
れ
た
。
Ｆ
Ｗ
の

実
力
が
、
十
分
に
通
用
す

る
こ
と
を
証
明
し
た
。

　

迎
え
た
Ａ
リ
ー
グ
開
幕
戦
。
外
国

人
留
学
生
を
擁
し
、
セ
ブ
ン
ズ
で
も

苦
し
め
ら
れ
た
摂
南
大
と
の
対
戦
と

な
っ
た
。
雨
の
中
の
試
合
と
な
っ
た

が
、
今
試
合
も
Ｆ
Ｗ
が
躍
動
を
見
せ

る
。
試
合
開
始
５
分
、
相
手
の
反
則

か
ら
モ
ー
ル
を
組
む
と
そ
の
ま
ま
ト

ラ
イ
。
以
降
も
自
分
た
ち
の
武
器
を

最
大
限
に
発
揮
し
、
52―

40
で
勝
利

を
収
め
た
。

　
「
相
手
に
負
け
な
い
よ
う
に
自
分
た

ち
の
ラ
グ
ビ
ー
で
勝
っ
て
い
き
た
い
」

（
山
本
雄
）。
３
季
ぶ
り
に
白
星
発
進

を
果
た
し
た
紺
グ
レ
が
、
今
年
こ
そ

夢
の
舞
台
へ
の
切
符
を
つ
か
む
。

（
川
田
翼
・
法
学
部
３
年
）

10

ラグビー部
３シーズンぶりの

白星発進！



ホ
テ
ル 

グ
ラ
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ド
ア
ー
ク
半
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門
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警
察
共
済
組
合
が
経
営
す
る
半
蔵

門
会
館
が
ホ
テ
ル
に
改
装
さ
れ
、「
ホ

テ
ル 

グ
ラ
ン
ド
ア
ー
ク
半
蔵
門
」

と
な
っ
て
20
周
年
を
迎
え
た
。

　

東
京
メ
ト
ロ
半
蔵
門
駅
や
麹
町
駅

か
ら
ほ
ど
近
い
都
心
に
あ
り
な
が

ら
、
皇
居
の
深
い
緑
に
面
し
た
素
晴

ら
し
い
立
地
の
ホ
テ
ル
で
す
。

　

運
営
は
、大
脇
善
夫
社
長
（
80
年
・

文
）
率
い
る
㈱
帝
国
ホ
テ
ル
エ
ン

タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
が
担
い
、
高
い
品
質

の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

４
名
～
５
０
０
名
（
立
食
）
収
容

が
可
能
な
各
種
宴
会
場
20
室
、ス
イ
ー

ト
ル
ー
ム
や
家
族
連
れ
に
最
適
な
和

室
も
含
め
て
客
室
２
０
４
室
を
備
え
、

中
に
は
、
皇
居
や
国
会
議
事
堂
が
一

望
で
き
る
お
部
屋
も
ご
用
意
。
ま
た
、

天
井
の
高
い
華
麗
な
チ
ャ
ペ
ル
も
備

え
、
結
婚
式
場
と
し
て
も
人
気
の
施

設
で
す
。

和食の宴席イメージ

大脇善夫社長（左）と和食処
「門」の女将、重松さやかさん

　

レ
ス
ト
ラ
ン
は
、
オ
ー
ル
デ
イ
ダ

イ
ニ
ン
グ
「
パ
テ
ィ
オ
」、
ラ
ウ
ン

ジ
「
ラ
メ
ー
ル
」
や
寿
司
カ
ウ
ン

タ
ー
「
す
し
巧
」
を
併
設
し
た
和
食

処
「
門
」、
天
ぷ
ら
「
羽
衣
」
と
、

幅
広
い
ニ
ー
ズ
に
お
応
え
で
き
る
お

店
を
揃
え
て
い
ま
す
。

　

ご
家
族
、
ご
友
人
と
の
会
食
は
も

ち
ろ
ん
、
接
待
な
ど
に
も
ご
利
用
い

た
だ
け
ま
す
。
特
に
、
ホ
テ
ル
の
界

隈
に
は
外
資
系
も
含
め
て
企
業
の
オ

フ
ィ
ス
も
多
く
、
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
の

穴
場
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
ご
利
用
さ
れ

る
方
も
多
い
と
の
こ
と
。

　

12
月
～
１
月
は
、
宴
会
場
で
の

「
忘
新
年
会
プ
ラ
ン
」、
フ
リ
ー
ド
リ

ン
ク
付
き
40
名
以
下
１
人
７
２
０
０

円
、41
名
以
上
７
７
０
０
円
（
税
込
）

が
お
薦
め
で
す
。

　

各
年
次
会
、
サ
ー
ク
ル
の
会
合
、

ご
家
族
・
ご
友
人
と
の
会
食
や
上
京

時
の
宿
泊
に
も
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ

さ
い
。文

責
／
青
木
重
之（
78
年
・
経
）

写
真
／
新
田
博
伸（
77
年
・
法
）

あ
こ
が
れ
の

「
帝
国
ホ
テ
ル
品
質
」を

リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
に
!!

豊
か
な
緑
と
美
し
い
水
面
が
広
が
る
皇
居
の
お
濠
に
面
し
、隣
は
国
立

劇
場
と
い
う
絶
好
の
立
地
。知
る
人
ぞ
知
る
都
心
の
穴
場
ス
ポ
ッ
ト
で
す
。

国立劇場

皇居
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■住所:東京都千代田区隼町1-1
■電話:03-3288-1641（宿泊）　03-3288-1628（宴会・会議）
■�レストラン営業時間:レストラン「パティオ」（160席）7:00〜22:00
　ラウンジ「ラメール」（59席　個室〜15）12:00〜23:00
　和食処「門」（59席）11:30〜14:00　17:00〜22:00
　天ぷら「羽衣」（10席　個室あり）11:30〜14:00　17:00〜21:30
■定休日:ラメール・門　土日祝日/羽衣　日祝日
　（土曜営業17:00〜20:30/パティオ年中無休）
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イ
ベ
ン
ト
開
催
の
ご
案
内

東
京
校
友
会　
奨
学
金（
給
付
型
）

３
年
目
を
迎
え
ま
し
た
！

■
奨
学
生
選
考
委
員
会

　

東
京
校
友
会
で
は
、
関
東
甲
信
圏

か
ら
同
志
社
大
学
を
目
指
す
高
校
生

が
増
え
る
こ
と
を
願
い
、
２
０
１
７

年
か
ら
対
象
圏
（
東
京
、
神
奈
川
、

千
葉
、
埼
玉
、
群
馬
、
栃
木
、
茨
城
、

山
梨
、
長
野
）
出
身
在
学
生
に
給
付

型
奨
学
金
制
度
を
運
用
し
て
い
ま
す
。

　

お
会
い
す
る
校
友
に
こ
の
制
度
を

お
話
し
し
ま
す
と
、「
そ
ん
な
こ
と
も

や
っ
て
い
る
ん
で
す
か
。
給
付
型
奨

学
金
は
い
い
で
す
ね
。
し
か
し
継
続

す
る
の
が
大
変
な
の
で
は
？
」
と
多

く
の
方
か
ら
驚
き
と
心
配
の
コ
メ
ン

ト
を
い
た
だ
き
ま
す
。

　

毎
年
、
テ
レ
ビ
会
議
等
に
よ
る
面

接
を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
面
接
を

通
し
て
ど
の
よ
う
な
学
生
が
奨
学
金

を
必
要
と
し
、
何
に
使
っ
て
く
れ
て

い
る
の
か
、
が
よ
く
わ
か
り
ま
す
。

　

学
生
に
直
接
聞
け
る
素
晴
ら
し
い

　

東
京
校
友
会
で
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
サ
ー
ビ
ス
改
善
の
た
め
、
８
月
に

サ
ー
バ
ー
の
移
転
と
コ
ン
テ
ン
ツ
管

理
シ
ス
テ
ム
の
変
更
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
目
的
は
次
の
通
り
で
す
。

　

１
．
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
高
速
化

　

２
．
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
へ
の
対
応

　

３
．
更
新
作
業
の
迅
速
化

　

４
．
運
営
費
用
の
削
減

　

従
来
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
「
旧

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」
と
し
て
旧
シ
ス
テ

ム
の
ま
ま
残
し
、
ほ
ぼ
同
じ
構
成
・

デ
ザ
イ
ン
の
「
新
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」

を
新
シ
ス
テ
ム
で
作
成
し
ま
し
た
。

　

移
転
・
変
更
作
業
は
完
了
し
ま
し

編
　
集
　
後
　
記

機
会
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
皆
に
共

通
し
て
い
る
の
が
、
家
庭
の
事
情
が

厳
し
い
中
で
、
入
学
金
や
授
業
料
を

出
し
京
都
に
送
り
だ
し
て
も
ら
っ
て

い
る
と
い
う
こ
と
。
そ
の
た
め
、授
業

以
外
の
ほ
と
ん
ど
の
時
間
を
ア
ル
バ

イ
ト
に
費
や
し
勉
学
の
時
間
が
取
れ

な
い
、学
部
や
校
地
に
よ
っ
て
は
ア
ル

バ
イ
ト
の
時
間
が
な
く
、
欲
し
い
本

も
買
え
な
い
、
行
き
た
い
と
こ
ろ
に

も
行
け
な
い
、
そ
ん
な
窮
屈
な
生
活

を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
の
だ
な
と

感
じ
ま
す
。
自
由
に
学
び
学
生
時
代

に
し
か
で
き
な
い
こ
と
を
す
る
に
は

そ
れ
な
り
の
資
金
が
必
要
で
す
。
同

志
社
大
学
生
ら
し
い
日
々
が
送
れ
る

よ
う
さ
さ
や
か
で
は
あ
り
ま
す
が
支

援
を
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

会
員
の
皆
様
に
さ
ら
な
る
ご
理
解
、

ご
支
援
を
い
た
だ
け
れ
ば
と
、
こ
の

誌
面
で
事
情
の
一
端
を
お
伝
え
い
た

し
ま
し
た
。

文
責
／
安
永
昌
代（
81
年
・
経
）

す
み
れ
亭 

昭
和
38
年
会
俳
句
会

輪
の
な
か
に
百
寿
の
笑
ひ
秋
高
し	

塗
田
　
業
平

喜
寿
、
傘
寿
、
百
寿
と
お
め
で
た
い
祝
宴
の
続
く
日
本
人
の
、

美
し
い
し
き
た
り
。
お
父
上
は
い
ま
、
そ
の
栄
光
の
輪
の

中
心
に
相
好
を
崩
し
て
お
ら
れ
る
。
折
し
も
秋
た
け
な
わ
、

抜
け
る
よ
う
な
青
空
が
天
か
ら
祝
福
を
加
え
る
瞬
間
を
一
句
に
し
た
。

（
選
評
：
あ
か
ぎ
倦
鳥
）

た
が
、
調
整
が
完
了
し
更
新
作
業
に

慣
れ
る
ま
で
は
、
い
ろ
い
ろ
と
ご
迷

惑
を
お
掛
け
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す

が
、
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
致
し
ま
す
。

文
責
／
新
田
博
伸（
77
年
・
法
）

第
３
回
幹
事
会
・
第
２
回
評
議
員
会

日
時
：
11
月
28
日
（
木
）

18
：
00
～
20
：
00

会
場
：
同
志
社
大
学
東
京
サ
テ
ラ
イ

ト
・
キ
ャ
ン
パ
ス　

セ
ミ
ナ
ー
室

特
別
協
力
会
員
の
集
い

日
時
：
11
月
19
日
（
火
）

18
：
00
～
21
：
00

会
場
：
学
士
会
館
２
１
０
号
室

学
長
講
演
：
松
岡
敬
学
長

ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
：

伊
藤
誠
さ
ん（
76
年
・
商
）

会
費
：
１
０
，
０
０
０
円

同
志
社
創
立
１
４
４
周
年
記
念
リ
ユ

ニ
オ
ン
・
同
志
社
大
学
ホ
ー
ム
カ
ミ

ン
グ
デ
ー
２
０
１
９

日
時
：�

11
月
10
日
（
日
）
10
：
00
～

16
：
30

会
場
：�

同
志
社
大
学　

今
出
川
キ
ャ

ン
パ
ス

・
卒
業
生
交
流
レ
セ
プ
シ
ョ
ン

・
一
日
県
人
会 

な
ど

（
詳
細
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
参
照
）

文
責
／
岩
崎
英
夫（
83
年
・
法
）
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